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概要 

 

［企業名］  株式会社明豊エンタープライズ 

 

［企業 ID］   8927 

 

［決算期］  2024 年 7 月期 

 

［日程］   2024 年 9 月 30 日 

 

［ページ数］ 34 

 

［動画時間］ 16 分 

 

［発表者］  1 名 

       執行役員事業企画室長 杉本 圭司（以下、杉本） 
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杉本：株式会社明豊エンタープライズの決算説明資料動画をご覧いただき、誠にありがと

うございます。私、株式会社明豊エンタープライズ執行役員事業企画室長の杉本でござい

ます。本日のアジェンダについてはご覧の通りとなっております。どうぞ最後までご視聴

ください。 

 
 

それでは、まず初めに連結決算概要についてご説明いたします。 

 
エグゼクティブサマリーにつきまして、当期における売上高は 205 億 62 百万円、前期比
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34.9％の増加、売上総利益は 45 億 51 百万円（前期比 47.7％）、営業利益は 23 億 41 百万

円（前期比 79.5％）と大幅な増収・増益となりました。 

 

要因といたしましては、円安や低金利環境を背景に、引き続き旺盛な不動産購入意欲が見

られ、特に海外投資家からの引き合いが強く、弊社は台湾やシンガポールに続き香港への

販路を拡大したことが挙げられます。これにより、主力シリーズである「エルファーロ」

「ミハス」は前期に比べ、7 棟増加した 24 棟を引渡し、中古収益用不動産 1 棟、開発事

業用地 2 物件の引き渡しを完了いたしております。 

 

 
続いて業績進捗率です。「エルファーロ」「ミハス」シリーズの販売実績が前期 17 棟を上

回る 24 棟となり、昨年 6 月 14 日付で上方修正をした 2024 年通期業績予想よりも販売価

格や売上高並びに、各段階利益を上回る成果で好調に推移しております。 
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後ほどセグメントについて説明いたしますが、メインである不動産分譲事業が業績を大き

く牽引しております。売上高を 100％とした場合、売上総利益率・営業利益率共に上回る

結果となり、営業利益率については前年同期に比べて 2.7％向上し、最終利益は前年同期

より 115.8％増加しております。 

 
それでは、各段階利益についてご説明いたします。まず、売上高は前期から大きく伸びて

おり、通期売上高は 34.9％増加しております。例年下期に偏る傾向がありましたが、今期

は販売棟数の増加により全期間に均等した積み上げに成功しております。 
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続いて、営業利益と営業利益率推移についてご説明いたします。 

売上の拡大に伴い、営業利益も大きく積み上がり、今期営業利益率は全クオーター期で

10％超を達成しております。 

 
最後に経常利益増減についてご説明いたします。 

前期の経常利益は 9 億 68 百万円でしたが、当期では売上高が大幅に拡大し、売上原価や

販管費等を差し引いたとしても経常利益は 18 億 95 百万円と前期に比べ、95.7％増加して

おります。 
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※決算説明資料ｐ24 

 

このような売り上げの拡大の背景として「物件供給の強化」と「販売チャネルの拡大」、

「人財採用と育成」の 3 つの重点施策に取り組んでまいりました。 

物件供給の強化では、城南・城西地区を中心とした良いロケーションエリアの仕入れに注

力し、物件供給目標を 25 棟、用地仕入れ目標を 43 件に設定し、当期では物件供給実績

24 棟、用地仕入れ実績 42 物件。 

また、2024 年 7 月末時点で用地仕入れ契約済みの物件は 14 件を含め、計 56 件の用地仕

入れに取り組んでまいりました。 

 

販売チャネルの拡大では、海外投資家への物件販売目標を 9 棟に設定し、インバウンド需

要の取り込み施策として、現地商談会の開催やパートナー企業との関係構築によるアジア

圏の不動産投資家の囲い込みなどを行い、当期実績は 9 棟と目標を達成いたしました。 

 

人財採用と育成については、前期に引き続き積極的な採用活動を実施してまいりました。 

当期の実績は 47 名を採用し、目標を上回る結果となりました。 
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これらの重点施策を基に当期に取り組んだ主なトピックスはご覧の通りです。 

重点施策に基づいたトピックスを 3 つご紹介いたします。 

 

 
弊社では若手の人財育成の取り組みとして、充実した研修制度や入社 1 年目から先輩社員

のサポートを受けながら仕入れた物件に開発から設計、販売までを中心となって携わるこ

とができる PJ リーダー制度を導入しております。 
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新卒社員の積極採用を始めた 2022 年 7 月期から教育研修費は 1.5 倍となり、人財育成に

力を入れております。2023 年 9 月には「エルファーロ」シリーズの竣工 40 棟目を記念し

てインテリアに対する関心が高まる若者のニーズに応え、若手社員が主体となり物件の付

加価値を高めております。 

 

 
そして、2024 年 4 月には「エルファーロ」シリーズが 60 棟目を竣工し、シリーズ初提供

となる東京都中央区「日本橋浜町」にて街並みと調和した「和」テイストデザインを採用

しました。供給物件の高稼働率、高付加価値による高い収益性を追求し顧客満足度の向上

を目指しています。 
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販売チャネルの拡大では、円安を背景に日本の不動産投資に対する需要に応え、2024 年 3

月に進出したシンガポールに続き、2024 年 5 月に香港へ進出しました。 

2024 年 7 月には初の海外現地法人設立を決定し、2024 年 11 月に台湾現地法人を設立し、

2025 年 2 月に営業を開始する予定でございます。 

アジア圏を中心に更なる販路拡大に注力し、弊社グループ会社の賃貸管理サービスを台湾

に拡大し、弊社グループの強みであるワンストップサービスの海外提供が可能となりまし

た。これらの取り組みにより、アジア圏での物件購入件数も増加しています。 
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続きまして、B/S についてご説明いたします。 

資産合計は 281 億 4 百万円で、前期に比べて 56 億 24 百万円増加しております。こちら

は、新規開発事業用地の取得や建築中の投資用不動産等により棚卸資産が 53 億 95 百万円

増加したことが要因となっております。 

 

負債合計は 201 億 14 百万円で前期に比べて 46 億 40 百万円の増加となっております。こ

ちらは新規開発事業用地などの取得資金の調達に起因する長期借入金が 38 億 16 百万円増

加したことが要因となっております。 

 

 
以上、2024 年 7 月期の決算概要についてご説明させていただきました。 

これらを踏まえて、株主様への還元を次のように予定しております。当期からは中間配当

を導入し、昨年に引き続き 2 期連続の増配を予定しております。弊社では、企業価値の向

上と株主の皆様に対する利益還元を経営上の最重要課題と位置付けております。 

配当政策は、株主の皆様に対する利益還元と継続的な成長に必要となる内部留保の充実を

考慮しつつ、次期におきましても、安定した配当を継続いたしてまいります。 
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次に、2024 年 7 月期のセグメント別決算概要についてご説明いたします。 

弊社は不動産分譲事業を主軸に、請負事業、不動産賃貸事業、不動産仲介事業を展開して

おります。グループ収益の約 77％は不動産分譲事業で構成しております。 

 
それでは、不動産分譲事業と不動産賃貸事業、請負事業についてご説明いたします。 

まず、不動産分譲事業について、新築 1 棟投資用賃貸マンション「エルファーロ」、新築 1

棟投資用賃貸アパート「ミハス」の引き渡しや、開発事業用地の売却により売上高は 159

億 23 百万円（前期比 36.7％）、セグメント利益は 29 億 41 百万円（前期比 82.3％）とど
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ちらも大幅成長を達成しております。 

 
「エルファーロ」「ミハス」シリーズはこれらのような好立地なエリアをメインに開発用

事業用地を取得しております。 

 
続いて、不動産賃貸事業についてご説明いたします。 

不動産賃貸事業においては、受託する管理物件の稼働率は明豊プロパティーズで 97.8％、 

ハウスセゾンエンタープライズで 97.1％と高い水準を維持しており、既存オーナーの利益

最大化を目指したエリアマーケティングやＡＩ査定システム及び成約事例に基づくベスト
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な賃料設定、ネットワークを駆使したリーシング戦略の提案等を実施し高稼働率を実現し

ています。 

また、商品創りから管理まで一貫して担うワンストップサービスの提供やカスタマーファ

ーストの新組織体制の構築により既存顧客からの追加管理、新規顧客の開拓による戸数増

加を目指してまいります。 

 

 
続いて、請負事業では建設会社 2 社のグループジョインにより売上高が 26 億 28 百万円

（前期比 79.4％）と大きく伸長しております。 

セグメント利益については原材料費の高騰などにより赤字となっていますが、これは事業

拡大に伴う人件費などの販売費及び一般管理費の先行投資が要因となっております。 
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以上が 2024 年 7 月期の決算説明となります。 

それでは、2025 年 7 月期の業績予想についてご説明いたします。 

 

今後の見通しとして、弊社グループは「エルファーロ」「ミハス」シリーズを主力とし、

エルファーロ 31 棟、ミハス 2 棟の年間約 33 棟の供給を計画しております。 

来期の予測としましては、売上高 290 億円、営業利益 26 億円、経常利益 20 億円を目指し

てまいります。 
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それでは、最後に明豊エンタープライズグループの強み、特徴について改めてご説明いた

します。 

弊社では、東京 23 区内でも特に城南・城西地区を中心に物件を提供しております。 

駅徒歩 10 分以内でターミナル駅からアクセス良好、かつ生活利便性の高い立地に厳選し、

物件を供給しております。「エルファーロ」は 80 棟目、「ミハス」では 120 棟目を 2024 年

7 月末時点で竣工、着工しております。 

 

 
また、明豊エンタープライズグループでは、仕入れから販売まで一気通貫で行うため 

垂直統合戦略として賃貸管理会社である明豊プロパティーズとハウスセゾンエンタープラ

イズ、建設会社の明豊エンジニアリングと協栄組をグループ会社に事業を展開しておりま

す。これにより、土地取得から建設、賃貸管理までグループ一貫体制でフルサポートが可

能となっております。 
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私たちが供給する新築 1 棟投資用賃貸住宅「エルファーロ」・「ミハス」シリーズについて

ご説明いたします。 

両シリーズともスペインをモチーフにしたデザインとなっており、「エルファーロ」はス

ペイン語で「灯台」を意味し、RC 造で 4 階中心の共同住宅となっております。価格は 5

億前後で表面利回りは 4～5％台が中心です。 

  

「ミハス」はスペインのアンダルシア地方にある白い街“ミハス”がデザインコンセプトと

なっており、旗竿地の形状を活用した長屋スタイルで白壁にアイアン格子とスペインタイ

ルで他物件と差別化を図っています。構造は鉄骨造で 2～3 階が中心となっており、価格

は 3 億円前後、表面利回りは 5％台が中心です。 

 

今後も、「エルファーロ」と「ミハス」を主力とし、強みであるグループ一貫体制により、

安心できるアパートメント・マンション経営をワンストップでフルサポートを行い、グル

ープ全体の成長促進、事業基盤の強化・拡大をしていき、更なる収益拡大に向けて弊社グ

ループ一丸となって事業活動を推進してまいります。 

  

最後までご視聴いただき、ありがとうございました。 

今後とも明豊エンタープライズグループをどうぞよろしくお願い申し上げます。 


